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11月19日(土)に山形県青年の家で、令和４年度MYボ
ランティアスキルアップセミナーを開催しました。新型
コロナウイルス感染症の感染状況により当初予定から延
期しましたが、村山地区の中学生17名が参加し、ボラン
ティアに関する知識、技能を学びました。
１日という短い時間ではありましたが、仲間とつなが

り、自分たちの可能性を広げ、新たな自分を見つける機
会となりました。

My ボランティアスキルアップセミナー

緊張の表情をした参加者の
皆さんでしたが、主催者の挨
拶に対して、元気な挨拶を返
してくれました。「様々なこ
とに“挑戦”し、充実したセミ
ナーにしてほしいです。」

ボランティア講座では、ボラン
ティアの意義、何のためにボラン
ティアをするのかなど、日頃、あま
り抱かない視点から、ボランティア
について考えました。「“ボラン
ティア”と言われると何を思い浮か
べますか？」の問いに、近くの席の
人と意見を交わしました。

挑 戦 ～ つなぐ ひらく 見つける ～



色々なゲームをしながら、仲間
とつながり、自然と笑顔がこぼれ、
同じ班の仲間や班付アドバイザー
と打ち解け合いました。

♪アイスブレイク♪

講師：読み聞かせサークル『くれよん』

天童市の読み聞かせサークル『くれよん』
から２名の講師を迎え、子供の心を惹きつけ
る読み方や見やすい本の持ち方、ページのめ
くり方などを学びました。

絵本・紙芝居の読み聞かせ

班の仲間と打ち解け合ったあとは、実技講座でボランティアに関わるスキルアップを図りまし
た。全部で４講座が開かれ、そのうち、各グループとも２つの講座を受講しました。

バルーンアート
講師：尾花沢市青年団体『りぼん』

尾花沢市青年団体『りぼん』より３名の講
師を迎え、バルーンの扱い方をはじめ、小さ
な子供から喜ばれるサーベル、花の作り方を
学びました。

先生たちが各班について丁寧
に教えてくれました。

先にバルーンアートを完成
させたので、同じ班の仲間に
作り方をアドバイス！！

読み聞かせをしても
らうことはあったけれ
ど、実際に演じるのは
初めて。やってみると
奥が深い…。



手作りおもちゃ(工作 )
講師：ピエーロおじさん

レ ク リ エ ー シ ョ ン
講師：村山教育事務所主任社会教育主事

子供たちとコミュニ
ケーションを取りなが
ら遊べる様々なレクリ
エーションを学びまし
た。体を動かし、心も
体も温まる時間となり
ました。

ペアで勝負！！
勝っても負けても
笑顔がはじけます。
大人数のレクでも、
楽しそうな表情が
あふれていまし
た！！

ジャグリング披露をし、
自分の得意技を持つこと
でボランティアの幅を広
げられるとおしゃってい
ました。その後、身近に
ある材料でできる手作り
おもちゃについて学びま
した。

材料は、割りば
し、輪ゴム、折り
紙、ペットボトル
キャップ…どれも
家にあるもの。
手軽にチャレンジ
できるものばかり。

午後は、班ごとに、自分たちのボランティア活動の企画を考えました。午前中のボランティア講
座や実技講座を受け、これまでのボランティア活動について視野を広げた皆さんは、誰を対象に、
どんなねらいをもって活動を組んでいくかを、アイディアを出し合いながら企画を練り上げました。

５W１Hの
視点で考え
るとアイ
ディアが深
まるなぁ。

企画するのは
大変だけど、
自分たちのア
イディアがど
んどん広がっ
て楽しいな。



＜参加者＞
•自分たちのボランティア活動を考えるときには、身近な「地元」から「外
国」にも目を向けて、ボランティアの幅の広さに改めて気付いた。
•今まで、人に本を読み聞かせる経験がなかったので、今日、ゆっくり読む
ことや、だんだん速く読むことを勉強できてよかった。
•挑戦したり、協力したり、助け合ったりなど、自分だけではなく、周りの
人とそんなことができて、いい場だと思った。改めて、ボランティア活動
の楽しさを実感することができてよかった。
•他校の方や大学生、大人の方との交流では、考えを広げられたり、刺激を
受けて自主性を高められたりした。今回、ボランティアは身近にあること、
自分にできることもたくさんあることが分かり、ビジョンが見えた。
＜班付アドバイザー＞
•中学生の成長を身近に感じた。大きな期待をもつことのできるこのセミ
ナーから、今年度も大変大きな学びを得ることができた。
•今回、自分たちでボランティアについて学び、どんな企画を考えるかとい
う活動を通して、ボランティアをするだけでなく、他の事や地域と結びつ
けて考えることができ、とても勉強になった。

各班がこれまでの経験を振り返り、講座で学んだことを生かして創り上げた
企画を共有しました。習得したスキルを生かしたり、地域に視点を向けて、か
かわり方を工夫したり、すぐにでも実践したくなるような企画ばかりでした。

自分がもっている技能や知識を
誰かに伝えたり教えたりすること
もボランティアなんだと学んだ。
きっと、日常にそのような機会は
あふれていると思うので、今日学
んだことを今後活かしていきたい。

いつもの自分よ
り少しでいいから

“自分から”の行動を。セ
ミナーでは自分から話しか
けたり、意見を述べたり、
感想を発表したり、いつも
以上に、“自分から”を意
識して行動する姿がありま
した。


